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表１．荒茶生産量に占める茶期別割合（静岡県）
　　　　  （荒茶生産量の総数を100とした場合の各茶期別の割合）
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▲Leaf Tea Cup（JA掛川市）▲緑茶スタンド（KADODE OOIGAWA）

３ ボトルに注ぐ ４ 完成

１ 好みのお茶を選び ２ 茶を淹れ
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静
岡
茶
の
消
費
拡
大
に

向
け
た
取
組１ 

生
産
動
向

　

平
成
以
降
、
全
国
の
荒
茶
生
産
量
が
ピ

ー
ク
と
な
っ
た
の
は
平
成
16
年
の
10
万
ト

ン
で
、
そ
の
後
生
産
量
は
年
々
減
少
し
、

令
和
元
年
に
は
８
万
１
千
ト
ン
と
約
20
％

減
少
し
ま
し
た
。
茶
期
別
の
生
産
割
合
で

は
、
リ
ー
フ
茶
向
け
と
な
る
一
番
茶
の
生

産
割
合
が
減
少
し
、
茶
飲
料
向
け
な
ど
と

な
る
四
・
秋
冬
番
茶
の
生
産
割
合
が
増
加

し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

２ 

消
費
動
向

　

１
世
帯
当
た
り
の
緑
茶
（
リ
ー
フ
茶
）・

茶
飲
料
消
費
量
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
リ
ー
フ

茶
が
減
少
す
る
一
方
、
茶
飲
料
は
増
加
し

て
い
ま
す
。
茶
飲
料
の
消
費
が
増
加
し
た

結
果
、
お
茶
全
体
へ
の
支
出
金
額
の
合
計

が
増
え
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
２
）
お
茶
に
対
す
る
支
出
を
年
代
別

に
み
る
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
年
代
で
リ
ー
フ

茶
へ
の
支
出
が
少
な
く
、
茶
飲
料
の
支
出

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
3
）。
ま
た
、

買
い
手
の
要
望
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

被
覆
茶
、
品
種
茶
、
有
機
栽
培
茶
、
て
ん

茶
、
輸
出
対
応
茶
の
ほ
か
、
第
三
者
認
証

の
取
得
も
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

３
新
た
な
茶
の
飲
み
方

　

お
茶
の
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
産
地

や
茶
業
者
で
は
、
消
費
者
の
嗜
好
に
合
わ

せ
た
新
た
な
茶
の
飲
み
方
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
本
県
の
取
組
例
と
し
て
、
ビ
ー

ル
に
抹
茶
を
加
え
た
ビ
ア
カ
ク
テ
ル
「
静

岡
茶
ビ
ー
ル
」（
本
会
と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

㈱
静
岡
支
社
）、
茶
葉
入
り
の
紙
コ
ッ
プ

で
お
湯
を
注
ぐ
と
手
軽
に
お
茶
が
飲
め
る

「
L
e
a
f 

T
e
a 

C
u
p
」、様
々
な
種
類

の
緑
茶
か
ら
好
み
の
も
の
を
ボ
ト
リ
ン
グ
で

き
る「
緑
茶
ス
タ
ン
ド
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

静
岡
県
で
は
多
く
の
農
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
茶
は
生
産

量
全
国
第
１
位
を
誇
る
本
県
を
代
表
す
る

農
産
物
で
す
。
し
か
し
近
年
、
消
費
動
向

の
変
化
な
ど
に
よ
り
本
県
の
茶
の
生
産
量

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、

茶
を
め
ぐ
る
最
新
の
情
勢
と
本
会
「
J
A

静
岡
３
か
年
計
画
」
に
基
づ
く
令
和
３
年

度
の
茶
業
部
門
重
点
戦
略
の
う
ち
「
静
岡

茶
の
消
費
拡
大
の
取
組
」
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

Ⅱ �

茶
を
め
ぐ
る
情
勢



表４．県内作物別の産出額（単位：億円）

昭和60年 令和元年度 令和元年度の
シェア率

茶   778   251   12.7%

コメ   372   198   10.0%

ミカン   214   188     9.5%

イチゴ   120   111     5.6%

生乳   130   102     5.2%

メロン   222     66     3.3%

その他 1,588 1,063   53.7%

計 3,424 1,979 100.0%

▲粉末茶

▲静岡茶ビールのポスター

▲茶販売促進緊急対策事業で配布したお茶

▲静岡抹茶ペースト
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main topics

４ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
県
や

茶
業
会
議
所
な
ど
茶
業
界
を
挙
げ
消
費
地

な
ど
で
開
催
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
や
商
談

会
は
相
次
い
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
２
年
の
全
国
の
荒
茶
生
産
量
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
茶
の
需
要
縮
小
の
影
響

も
あ
り
、
６
万
９
千
ト
ン
と
、
前
年
比
で

約
15
％
減
少
し
ま
し
た
。

５ 

本
県
の
現
状

　

令
和
元
年
度
に
お
け
る
本
県
の
茶
産
出

額
は
、
2
5
1
億
円
で
、
ピ
ー
ク
だ
っ

た
昭
和
60
年
に
比
べ
約
30
％
ま
で
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。
作
物
別
で
は
、
コ
メ

1
9
8
億
円
、
ミ
カ
ン
1
8
8
億
円
、
イ

チ
ゴ
1
1
1
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
他
の

農
産
物
と
比
較
し
て
も
、
本
県
に
お
い
て

フ
以
外
の
多
用
途
利
用
に
向
け
、「
静
岡

抹
茶
ペ
ー
ス
ト
」
を
商
品
化
し
営
業
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

２ 

輸
出
事
業

　

ア
ジ
ア
圏
を
中
心
に
茶
の
提
案
を
行
う

と
と
も
に
、
米
国
で
の
静
岡
茶
の
販
路
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
米
国
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
静
岡
茶
販
路
拡
大
に
よ

り
、
累
計
販
売
店
舗
数
は
79
店
舗
、
継
続

購
入
店
舗
数
は
38
店
舗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３ 

新
た
な
飲
み
方
提
案

　

新
た
な
緑
茶
消
費
に
向
け
、
キ
リ
ン
ビ

ー
ル
静
岡
支
社
と
連
携
し
、
静
岡
県
産
一

番
茶
（
抹
茶
）
を
使
用
し
た
「
ビ
ア
カ
ク

テ
ル
静
岡
茶
ビ
ー
ル
」
の
飲
食
店
等
へ
の

提
案
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
３
月

時
点
で
、
県
内
外
30
店
舗
に
て
消
費
者
に

提
供
し
て
い
ま
す
。

４ 

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

　

令
和
２
年
度
に
実
施
さ
れ
た
茶
販
売
促

進
緊
急
対
策
事
業
（
国
庫
事
業
）
に
取
り

組
み
、
県
内
の
小
中
学
校
な
ど
へ
静
岡
茶

茶
は
主
要
作
物
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

４
）。
県
行
政
で
は
、
小
中
学
校
に
お
い

て
静
岡
茶
を
飲
む
機
会
や
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
た
め
「
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

静
岡
茶
の
愛
飲
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

を
平
成
28
年
に
施
行
し
、
静
岡
茶
の
産
地

や
歴
史
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
毎
日
の
習
慣
と
し
て
静
岡
茶
を
飲
ん

で
も
ら
う
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

茶
業
部
で
は
、
静
岡
茶
の
消
費
拡
大
に

向
け
次
の
４
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１ 

新
商
品
開
発

　

緑
茶
カ
テ
キ
ン
類
の
内
臓
脂
肪
低
減
効

果
に
よ
る
機
能
性
食
品
「
Ｊ
Ａ
静
岡
粉
末

茶
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
が
令

和
２
年
度
よ
り
取
組
を
開
始
し
た
Ｃ
ｈ
ａ

Ｏ
Ｉ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
入
会
し
、
緑
茶
リ
ー

Ⅲ 

本
会
茶
業
部
の
取
組

　

茶
業
部
は
、
国
内
外
の
拡
販
に
向
け
、

J
A
お
よ
び
県
と
の
連
携
に
よ
り
、
静
岡

茶
の
商
品
づ
く
り
や
新
た
な
提
案
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
後

の
茶
の
消
費
動
向
は
不
透
明
感
が
強
い
状

況
が
続
き
ま
す
が
、
J
A
静
岡
３
か
年
計

画
の
着
実
な
実
行
に
よ
り
、
静
岡
茶
消
費

拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

お
わ
り
に

を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
対
策
事
業
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
茶
の
売
上
の
減
少
や
在
庫
の
滞
留

が
生
じ
た
た
め
、
茶
の
販
売
促
進
を
緊
急

的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
県
茶
業
研
究
セ
ン

タ
ー
と
県
環
境
衛
生
科
学
研
究
所
、
県
立

大
学
が
連
携
し
て
行
う
「
緑
茶
カ
テ
キ
ン

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
阻
害
効

果
」
の
研
究
も
進
ん
で
お
り
、
茶
の
機
能

性
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。



▲JR草薙駅のフラワーアレンジ

▲JR草薙駅でフラワーアレンジを制作する㈱村松園芸
の村松文彦代表
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県
産
花
き
を
Ｐ
Ｒ

県
内
J
R
駅
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
展
示

母
の
日
県
産
花
き
消
費
宣
伝

園
児
へ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

ふ
じ
の
く
に
花
の
都
し
ず
お
か
推
進
協

議
会
（
構
成
団
体
：
静
岡
県
、
静
岡
県
花

卉
園
芸
組
合
連
合
会
、
静
岡
県
鉢
物
生
産

振
興
会
、
静
岡
県
花
き
新
品
種
育
成
研
究

会
、
静
岡
県
花
き
市
場
連
合
会
、
花
咲
く

し
ず
お
か
フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
、

静
岡
県
花
の
会
連
合
会
、
静
岡
県
華
道
連

盟
）
と
本
会
野
菜
花
卉
課
は
、
Ｊ
Ｒ
や
県
、

花
事
業
者
と
協
力
し
３
月
18
日
か
ら
21
日

ま
で
の
期
間
、
県
内
Ｊ
Ｒ
の
駅
で
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で

消
費
が
低
迷
す
る
県
産
花
き
の
需
要
を
喚

起
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
県
内
14
の
Ｊ
Ｒ

駅
構
内
で
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
し
た
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の

花
き
小
売
店
が
県
産
の
バ
ラ
や
ガ
ー
ベ
ラ
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
使
い
制
作
し
ま

　

4
月
30
日
、
静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連

合
会
（
事
務
局
：
野
菜
花
卉
課
）
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
部
会
（
山
田
弘
志
部
会
長
）
は
、

賀
茂
郡
東
伊
豆
町
の
稲
取
幼
稚
園
の
園
児

17
人
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
束
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
の
県
産
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

生
産
量
は
９
６
７
万
本
で
全
国
８
位
、
主

な
産
地
は
河
津
町
・
東
伊
豆
町
。
栽
培
が

盛
ん
な
同
町
周
辺
の
園
児
ら
に
、
例
年
母

の
日
を
前
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
中
止

と
な
り
、
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。
展
示
し
た
駅
は
、
熱
海
、
沼
津
、

草
薙
、
静
岡
、
磐
田
、
浜
松
な
ど
14
駅
で
、

各
駅
で
異
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ア
レ
ン
ジ

を
展
示
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
「
J
R
駅
で
の
展
示
は
初

め
て
の
試
み
。
駅
は
多
く
の
人
が
通
る
の

で
、
地
元
の
花
き
を
見
て
知
っ
て
も
ら
い
、

県
産
花
き
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

topics&news



金
１
席　

林
野
庁
長
官
賞

野
村
廣
志（
J
A
伊
豆
の
国
・
中
葉
厚
肉
）

金
２
席　

静
岡
県
知
事
賞

石
井　

猛（
J
A
伊
豆
の
国
・
花
冬
菇
）

金
３
席　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
長
賞

堀
江
富
男（
J
A
伊
豆
の
国
・
大
葉
厚
肉
）

金
４
席　

日
本
椎
茸
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

桑
名
二
朗（
J
A
伊
豆
の
国
・
大
葉
中
肉
）

金
５
席　

静
岡
県
椎
茸
産
業
振
興
協
議
会
長
賞

星
谷
彦
衛（
J
A
伊
豆
の
国
・
上
冬
菇
）

金
６
席　

伊
豆
の
国
農
業
協
同
組
合
長
賞

野
中
一
男（
J
A
伊
豆
の
国
・
中
葉
中
肉
）
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S
D
G
ｓ
に
対
応

S
K
ケ
イ
カ
ル
を
使
っ
た
酒
米
の
栽
培
を
ス
タ
ー
ト

乾
椎
茸
産
業
の
発
展
を
目
指
す

第
40
回
静
岡
県
乾
椎
茸
箱
物
品
評
会

　

3
月
19
日
、
肥
料
農
薬
課
は
、
浜
松
市

の
㈱
ノ
ズ
エ
フ
ァ
ー
ム
の
ほ
場
で
、
花
の

舞
酒
造
㈱
、
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
、

中
村
建
設
㈱
、
戸
田
工
業
と
協
力
し
、
酒

米
栽
培
に
使
う
「
S
K
ケ
イ
カ
ル
」
の
散

布
を
行
い
ま
し
た
。
S
K
ケ
イ
カ
ル
は
、

本
会
と
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
静
岡

市
、
静
岡
大
学
が
連
携
し
て
開
発
し
た
ケ

イ
酸
質
肥
料
。
静
岡
市
西
ヶ
谷
清
掃
工
場

で
生
じ
る
溶
融
ス
ラ
グ
を
原
料
と
し
て
、

本
会
が
平
成
30
年
度
に
国
内
で
初
め
て
肥

料
と
し
て
製
品
化
し
、
流
通
を
開
始
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
栽
培
す
る
酒
米
は
、
浜
松
市
に
本

社
を
置
く
花
の
舞
酒
造
㈱
が
原
料
と
し
て

清
酒
の
商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。
現
在
で

は
S
K
ケ
イ
カ
ル
は
仮
登
録
肥
料
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
正
式
に
登
録
さ
れ
れ
ば
、

浜
松
市
内
で
今
後
稼
働
す
る
予
定
の
清
掃

工
場
か
ら
産
出
さ
れ
る
溶
融
ス
ラ
グ
も
肥

料
と
し
て
農
地
に
還
元
す

る
こ
と
が
で
き
、「
浜
松

循
環
モ
デ
ル
」
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

　

生
産
資
材
部
は
「
ご
み

の
溶
融
過
程
で
生
じ
る
副

産
物
で
あ
る
溶
融
ス
ラ
グ

を
活
用
し
た
S
K
ケ
イ
カ

ル
を
使
い
米
を
栽
培
す
る

取
組
は
、
国
連
の
持
続
可

　

４
月
13
日
、
本
会
（
野
菜
花
卉
課
）
は
、

Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
修
善
寺
営
農
セ
ン
タ
ー
で
、

「
第
40
回
静
岡
県
乾
椎
茸
箱
物
品
評
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

生
産
技
術
の
向
上
と
生
産
意
欲
の
高
揚

お
よ
び
系
統
共
販
を
推
進
し
椎
茸
産
業
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
。

　

品
評
会
に
は
、
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
、
Ｊ
Ａ

伊
豆
太
陽
か
ら
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
計

９
６
０
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。量
目
不
足
、

乾
燥
不
良
等
の
第
一
次
審
査
、
形
状
、
色
、

光
沢
な
ど
の
第
二
次
審
査
を
経
て
、
審
査

員
協
議
の
う
え
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
・
銘
柄
）。

能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
の
理
念
に

沿
い
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る

と
考
え
て
い
る
。
未
利
用
資
源
の
活
用
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
現
場
で
効
果

を
実
証
し
生
産
者
に
広
く
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
ま
す
。



▲本会ホームページ

▲川勝知事（前列中央）、松永会長（前列左）、静岡県茶商工業
協同組合佐々木理事長（前列右）と県内15産地の茶娘
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本
県
の
農
産
物
を
紹
介

「
食
材
の
王
国
」カ
タ
ロ
グ

電
子
版
を
発
行

静
岡
新
茶
を
P
R

県
知
事
へ
新
茶
を
贈
呈

ガ
ー
ベ
ラ
記
念
日
に
ち
な
み

県
知
事
ら
へ
県
産
ガ
ー
ベ
ラ
贈
呈

topics&news

　

流
通
開
発
課
は
、
本
県
農
産
物
を
紹
介

す
る
カ
タ
ロ
グ
冊
子
「
食
材
の
王
国
」
の

令
和
３
年
度
版
を
発
行
し
ま
し
た
。
食
材

の
王
国
カ
タ
ロ
グ
は
、
本
県
で
生
産
さ
れ

る
野
菜
、
果
樹
類
、
花
き
、
茶
、
米
、
畜

産
な
ど
を
一
堂
に
掲
載
し
て
お
り
、
本
県

農
業
の
特
徴
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
冊
子
と
し
て
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
か
ら
初
め
て
電
子
版
の
み
で

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

W
E
B
（
リ
モ
ー
ト
）
の
利
用
が
増
え
る

中
、
電
子
版
の
カ
タ
ロ
グ
を
使
う
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
な
商
談
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
電
子
版
「
食
材
の
王
国
」
カ
タ

ロ
グ
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

５
月
12
日
、
静
岡
県
茶
業
会
議
所
と
本

会
（
事
務
局
：
茶
業
部
）
は
、
静
岡
市
葵

区
の
県
庁
で
、
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
に

令
和
３
年
産
の
県
産
新
茶
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
贈
呈
式
に
は
、
静
岡
県
茶
商
工
業
協

同
組
合
の
佐
々
木
余
志
彦
理
事
長
と
本
会

松
永
大
吾
経
営
管
理
委
員
会
会
長
、
県
内

15
の
茶
産
地
の
茶
娘
が
参
加
し
、
川
勝
知

事
へ
新
茶
を
贈
り
ま
し
た
。

　

生
産
者
を
代
表
し
新
茶
を
贈
呈
し
た
松

永
会
長
は
「
今
年
は
天
候
も
良
く
お
い
し

い
お
茶
が
で
き
た
。
生
産
者
が
丹
精
込
め

て
作
っ
た
お
い
し
い
新
茶
を
県
民
の
皆
さ

ん
に
飲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
、
静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連

合
会
（
事
務
局
：
野
菜
花
卉
課
）
の
ガ
ー

ベ
ラ
部
会
（
幸
田
実
部
会
長
、
田
代
高
嘉

氏
、
川
村
雅
之
氏
）
は
、
静
岡
市
葵
区
の

県
庁
を
訪
れ
、
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
や

難
波
喬
司
副
知
事
ら
に
県
産
ガ
ー
ベ
ラ
の

花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
は
出
荷

量
・
産
出
額
と
も
に
全
国
１
位
の
県
産
ガ

ー
ベ
ラ
を
P
R
す
る
た
め
４
月
18
日
の

「
ガ
ー
ベ
ラ
記
念
日
」
に
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
、
宝
塚
歌
劇
団
出
身
で
「
ガ
ー
ベ
ラ
女

神
大
使
」
を
務
め
る
浜
松
市
出
身
の
天
玲

美
音
さ
ん
が
知
事
へ
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。



経済連肥薬通信6月号
経済連コンサルタントによる技術情報

生産販売姿勢、茶情勢、生産対策、統計・情報等を
紹介しています。

東京、名古屋、大阪の青果・花卉の概況を掲載
しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー（手順）を
掲載しています。分析の際はコチラから！

県内JA限定生産･事業推進に役立つ情報が満載!!

経済連肥薬通信

販売情報

農産物安全分析センター

茶業情報

●イントラから利用できます。

担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

更新

営農ナビ イントラ版として情報発信していきます！
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伊豆の国農業協同組合

伊豆箱根鉄道　修善寺駅前に新店舗オープン

ＪＡ伊豆の国  修善寺支店  オープン

▲竣工式組合長挨拶 ▲外観写真 ▲事務所客溜内部写真

担当　建設部　054-284-9523
information建設部からのお知らせ

　4 月 28 日、ＪＡ伊豆の国は、修善寺支店建設工事の竣工式を行な
い 5 月 10 日に支店をオープンしました。
　神事は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策を行ない、鈴木 
正三組合長をはじめ、最小限の出席者により厳粛に執り行われました。
　修善寺駅・線路に面した敷地に、支店機能をコンパクトに集約し、
事務室は南側に開口部を多く設け、明るい事務室空間を演出しまし

た。西側は、修善寺駅を望み、組合員様を招き入れる開放的なデザ
インとしました。
　新たに建て替えられた施設には、災害時のＢＣＰ対策とし非常用発
電機の設備も備えられています。
　現在、２期工事として既存支店建物を解体中です。
　設計監理は、本会一級建築士事務所が行なっています。



最新研究紹介
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「
古
山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」の

無
核
果
生
産
技
術
の
開
発
　

静岡県農林技術研究所伊豆農業研究センター
生育・加工技術科
主任研究員

浜部直哉

私
が紹介

します

!

一　
は
じ
め
に

　
「
古
山（
こ
や
ま
）
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」

は
、
静
岡
県
賀
茂
郡
河
津
町
で
発
見
さ

れ
た「
ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
」（
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー

オ
レ
ン
ジ
）の
枝
変
わ
り
で
、
平
成
27
年

に
品
種
登
録
さ
れ
た
新
品
種
で
す（
写
真

１
）。
こ
れ
ま
で
の
在
来「
ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
」

は
、
自
家
不
和
合
性（
自
ら
の
花
粉
で
は

受
粉
せ
ず
結
実
し
な
い
性
質
）を
も
っ
て

お
り
、か
つ
単
為
結
果
性（
受
粉
し
な
く
て

も
結
実
し
種
な
し
果
実
に
な
る
性
質
）が

乏
し
い
こ
と
か
ら
、「
甘
夏
」な
ど
の
受
粉

用
品
種
の
混
植
が
必
要
で
し
た
が
、「
古
山

ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」は
単
為
結
果
性
が「
ヒ
ュ

ウ
ガ
ナ
ツ
」に
比
べ
て
強
く
、
種
な
し
果

実
を
多
く
生
産
で
き
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
写
真

２
）。種
な
し
果
実
を
安
定
的
に
生
産
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
食
べ
や
す
い
新
商
材
と
し
て
差

別
化
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
、
販
売

単
価
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

種
な
し
の「
古
山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」を
安
定

生
産
す
る
た
め
の
２
つ
の
技
術
を
開
発
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

二　
開
花
期
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
の
被

覆
に
よ
る
種
な
し
果
実
の
生
産

　

種
な
し「
古
山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」の
生
産

技
術
の
一
つ
目
と
し
て
、
開
花
期
に
ネ
ッ

ト
を
被
覆
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。「
古

山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」は
単
為
結
果
に
よ
り

種
な
し
果
実
を
生
産
で
き
る
も
の
の
、
周

囲
に
他
の
中
晩
柑
品
種
が
植
え
ら
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
訪
花
昆
虫
に
よ
り
運
ば
れ

た
花
粉
が
受
粉
し
て
種
が
形
成
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
開
花
前
の
４
月
下

旬
か
ら
開
花
終
了
後
の
５
月
下
旬
ま
で
の

お
よ
そ
１
か
月
間
、２
㎜
目
合
い
の
ネ
ッ

ト
で
樹
全
体
を
覆
い
、
訪
花
昆
虫
の
侵
入

を
防
止
す
る
こ
と
で
種
な
し
果
実
を
生

産
す
る
方
法
を
検
討
し
ま
し
た（
写
真
３
）。

試
験
は
、２
０
１
６
年
産
と
２
０
１
７
年

産
の
２
か
年
実
施
し
、「
古
山
ニ
ュ
ー
サ

マ
ー
」と
在
来「
ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
」の
２
品

種
を
比
較
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
を
被
覆
し

て
得
ら
れ
た
す
べ
て
の
果
実
の
種
子
数
を

写真１　‘古山ニューサマー’の果実

写真3　ネット被覆の様子

写真２　種なしの‘古山ニューサマー’（左）
と種ありのヒュウガナツ（右）

表1　開花期にネットを被覆した「古山ニューサマー」と「ヒュウガ
ナツ」の収穫果実の種子数および無核果率ｚ

ｚ2016年産と2017年産の平均値で示した
ｙ全収穫果実に占める完全種子および不完全種子を含まない果実の割合

品種
完全

種子数
（個／果）

 不完全
種子数

（個／果）

種なし
果実率ｙ

(％ )

古山ニューサマー 0.02 0.04 95.7

ヒュウガナツ 0.19 0.25 82.3
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調
査
し
、
種
な
し
果
実
と
種
あ
り
果
実
に

分
類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
収
量
と
収
穫
果
実

数
を
調
べ
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、「
古
山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」

は
種
な
し
果
実
が
95
％
程
度
を
占
め
ま

し
た（
表
１
）。
ま
た
、
樹
冠
占
有
面
積

あ
た
り
の
種
な
し
果
実
の
収
穫
果
実
数

は
、「
古
山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」で
多
く
、「
ヒ
ュ

ウ
ガ
ナ
ツ
」の
お
よ
そ
３
倍
で
し
た（
表

２
）。「
ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
」に
お
け
る
着
果

数
の
目
安
は
平
米
あ
た
り
20
～
24
果
が
適

正
で
あ
り
、「
古
山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」は
２

か
年
と
も
に
種
な
し
果
実
の
み
で
こ
れ
を

満
た
す
果
実
数
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
こ

表3　果頂部の突起と種の関係

表4　収穫される果実の種子数と種なし果実率

表2　開花期にネットを被覆した「古山ニューサマー」と「ヒュウガナツ」の樹冠
占有面積当たりの収穫果実数および収量

果頂部の突起 種なし果実率（％） 種あり果実率（％）

有 12.7 87.3

無 63.7 36.3

種子数（個／果） 種なし果実率（％）

摘果あり 2.2 63.7

摘果なし 4.8 49.3

品種
収量（㎏・m-2） 収穫果実数（果・m-2）

2016年産 2017年産 2016年産 2017年産

古山ニューサマー

種なし 3.0 3.5 25.7 23.6

種あり 0.2 0.1 1.7 0.8

合計 3.1 3.6 27.3 24.4

ヒュウガナツ

種なし 1.0 0.8 9.8 5.6

種あり 0.1 0.3 1.3 2.7

合計 1.1 1.1 11.1 8.3

の
こ
と
か
ら
、
開
花
期
に
ネ
ッ
ト
の
被
覆

を
す
る
こ
と
が
、
種
な
し「
古
山
ニ
ュ
ー

サ
マ
ー
」の
生
産
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。併
せ
て
、「
古
山

ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」が
単
為
結
果
に
よ
り
得
ら

れ
る
種
な
し
果
実
の
み
で
も
、
十
分
な
果

実
数
を
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

三　
種
な
し
果
実
生
産
の
た
め
の

摘
果
法

　

二
つ
目
の
種
な
し
果
実
生
産
技
術
と

し
て
、
幼
果
期
の
果
実
の
形
状
に
着
目

し
た
摘
果
法
を
検
討
し
ま
し
た
。写
真
４

の
と
お
り
、
果
頂
部
の
形
状
に
よ
り「
古

山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」の
幼
果
を［
Ａ
］［
Ｂ
］

［
Ｃ
］の
３
種
類
に
分
類
し
、［
Ａ
］を
突
起

「
有
」、［
Ｂ
］と［
Ｃ
］を
突
起「
無
」と
し
て
、

果
頂
部
の
突
起
の
有
無
と
種
の
数
と
の
関

係
を
調
べ
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
突
起「
有
」に
分
類
さ

れ
た
果
実
の
87
・
３
％
は
種
あ
り
果
実

で
、
果
頂
部
の
突
起
と
種
の
関
係
性
が
確

認
で
き
た
こ
と
か
ら（
表
３
）、
突
起「
有
」

に
分
類
さ
れ
た
果
実
を
す
べ
て
摘
果
し
た

場
合
に
収
穫
さ
れ
る
果
実
の
種
子
数
お
よ

び
種
な
し
果
実
の
割
合
を
試
算
し
ま
し
た
。

摘
果
を
し
な
か
っ
た
場
合
の
果
実
１
個
あ

た
り
の
種
子
数
は
４
・
８
個
で
あ
る
の
に

対
し
、
突
起「
有
」の
果
実
を
摘
果
し
た
場

合
で
は
２
・
２
個
と
、
種
子
数
は
お
よ
そ

半
数
に
減
少
し
、
種
な
し
果
実
の
割
合
は

49
・
３
％
か
ら
63
・
７
％
に
増
加
し
ま
し

た（
表
４
）。
な
お
、
幼
果
の
突
起
は
果

実
の
肥
大
に
従
っ
て
見
分
け
に
く
く
な
り
、

調
査
し
た
７
～
９
月
の
間
で
は
、７
月
が

摘
果
の
時
期
と
し
て
最
も
適
し
て
い
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

四　
お
わ
り
に

　
「
古
山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」は
こ
れ
ま
で
の

ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
栽
培
で
必
要
で
あ
っ
た
受

粉
用
品
種
の
混
植
が
不
要
で
あ
り
、
種
な

し
果
実
を
多
く
生
産
で
き
る
こ
と
か
ら
伊

豆
地
域
で
苗
木
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
販
売
単
価
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る「
古
山
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
」の
安
定

生
産
に
向
け
た
試
験
研
究
を
通
じ
、
本
県

果
樹
生
産
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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写真4　果頂部の突起による「古山ニューサ
マー」の幼果の分類

［Ａ］果頂部に明確な突起がある� 突起「有」
［Ｂ］リング状にやや盛り上がる� 突起「無」［C］盛り上がりがない

［Ａ］ ［Ｂ］ ［Ｃ］

果頂部の突起「有」の果実を摘果



静岡県車輌サービス㈱からのお知らせ
割引特典

早期予
約

早期予
約

がお得!!

予約QRコード→車検Web予約車検Web予約
キャンペーンキャンペーン

セカンドチャンス

期間中にWebサイトからの車検予約で「特選和牛 静岡
そだち」が当たります。
さらに再抽選で、「ボックスティッシュ５箱」が当たります。

画像はイメージです。プレゼントは景品法に基づき実施します。
ＷＥＢからの車検予約８月３１日までに入力された方が対象です。

抽選は９月中旬を予定しております。

静岡県車輛サービス㈱

キャンペーン期間

６月１日㈫～８月３１日㈫

初回車検割引初回車検割引

早期予約割引早期予約割引

お車持込お車持込
引取り割引引取り割引

5,000円引5,000円引
2,000円引2,000円引2ヶ月前2ヶ月前

往復の持込・引取り往復の持込・引取り

片道の持込or引取り片道の持込or引取り

1ヶ月前1ヶ月前 1,000円引1,000円引
2,000円引2,000円引
1,000円引1,000円引

袋井市堀越４６１番地
TEL：0538ー 42ー 6131

スマホ予約で
当たる

特選和牛 静岡そだち
焼肉用500g×5名様

ボックスティッシュ
５箱パック×50名様

営業時間
８：３０

▼
１７：００
日曜定休

割引
特典 車検

満了日
の

←浜松 静岡→袋井 IC

静岡県車輌サービス㈱

Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」のご紹介のご紹介
担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

テレビ番組

▲ロケのようす（5月15日放送分）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、
テレビ番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・
全11回放送）に協賛し、県産米のＰＲを行っています。
　令和３年度の第１回目となった５月15日の放送では、
お笑い芸人のフォーリンラブ・バービーさんが富士市と
富士宮市から「きぬむすめ」を紹介しました。きぬむす
めは、「コシヒカリ」の血を受け継ぐ「キヌヒカリ」と「祭
り晴」を親に持ち、外観が美しく味の良いお米。食味・
香り・粘りとも良好で、ツヤと白さが特徴です。令和２
年産の静岡県産きぬむすめは、（一社）日本穀物検定協
会が行う米食味ランキングにおいて、２年連続で最高ラ
ンクの特A評価を獲得しました。
　次回の「静岡ごはんが食べたい！」は、静岡市からオ
ードリー春日さんが「静岡そだちコシヒカリ」を紹介し
ます。放送は６月19日（土）夕方５時。ぜひご覧くだ
さい！



JAや取引先の皆様に推進などでおじゃまさせて
いただいている本会職員を紹介します。

趣味・特技
（特技）部活動で柔道を中学高校とやっていたので、実は柔道
の黒帯です。

担当業務
主に JA の SS の燃料やオイルの受発注をしています。燃料の
配送がスムーズになるように調整などもしています。

コメント
入会してから約 2か月が経ちます。少しずつではありますが
業務をこなせるようになってきました。まだまだ未熟ですが、
少しでも早く仕事ができるように頑張ります。

趣味・特技
（趣味）旅行に行き、普段と違う光景や食事などを楽しむのが好き
です。サッカー観戦も好きなので、応援しているチームの試合に合
わせて予定を組み、観光も兼ねて現地へ行くこともよくありました。

担当業務
県外産米の仕入担当として、上司とともに産地に行き米の仕入
交渉をするほか、日々受発注や契約数量の管理等の業務を行っ
ています。大きな金額、数量を動かす仕事なので、慎重に取り
組んでいます。

コメント
この１年が特にそうであったように、今後も社会は変化してい
き、職員に求められることも変わっていくと思います。まずは
いち早く自分の仕事を覚え、臨機応変な対応ができる職員を目
指します。

くらし支援部　総
合エネルギー課

小
こ

柳
やなぎ

　美
み

琴
こと

食糧部　食糧
課

杉
すぎ

本
もと

　耀
よう

介
すけ

22歳

職員紹介

Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen
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※販売時期や価格は変更する場合があります。

担当：営業部 流通開発課（TEL:054-284-9728）
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茶ピア「バラエティー茶セット」
（JA遠州中央）

わさび好きのための「わさび2本セット」
（JA伊豆の国）

静岡野菜詰合せ「笑顔お届けまんさい箱」
（JAおおいがわ）

ＪＡタウン しずおか「手しお屋」ＪＡタウン しずおか「手しお屋」
「買って 食べて 応援！絶品しずおか」キャンペーン実施中！「買って 食べて 応援！絶品しずおか」キャンペーン実施中！

今月のおすすめ商品をご紹介します！今月のおすすめ商品をご紹介します！

　JAタウン「しずおか『手しお屋』」では、新型コロナウイ

ルス感染症拡大により需要が低迷する農水産物の販売促進

に取り組んでいます。

　キャンペーンでは、県産農水産物を最大20％引きで販売

し、期間は令和４年1月末までとなります。（割引販売期間

は商品により異なります。また期間は予算が上限に達し次

第終了となります。）

　今回ご紹介した商品以外にも、季節に応じた商品を多数

取り揃えております！この機会にぜひ、JAタウン「しずおか『手

しお屋』」をご利用ください！

【セット内容】
JA遠州中央管内産地のブレンド茶100g、くき茶100g、
抹茶入り玄米茶100g、ほうじ茶50g、和紅茶50g

【商品紹介】
JA遠州中央・茶ピアのいろいろなお茶が味わえるセッ
トです。気分に合わせてお茶を楽しめます。

【セット内容】
わさび（約83～125g）2本

【商品紹介】
栽培面積・産出額が全国1位の産地・伊豆市のわさび。
天城の清流で育った良質なわさびは、香りが良く辛み
の中にも甘みがあり一度食べたらやみつきになります！

【セット内容】
季節の農産物（加工品が入る場合もあります）

【商品紹介】
ＪＡ大井川のファーマーズマーケット「まんさいかん」
よりその日に店頭に並んでいる農産物をお届けします。
中身は開けてからのお楽しみ♪

検索しずおか手しお屋▲キャンペーンページ
はこちら

2,480円（送料・税込） ←  通常価格 3,100円

3,200円（送料・税込） ←  通常価格 4,000円

3,840円（送料・税込） ←  通常価格 4,800円

※別途クール代がかかります

※別途クール代がかかります


